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水色の羽根募金運動
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平成16年10月 1日

産
経
新
聞

「
福
祉
の
船
」

へー

交
通
・
海
難
事
故
等
で
親
を
亡
く
し

た
子
供
達
に
夏
休
み
の
思
い
出
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
福
祉
事
業
、
産
経
新
聞

「
福
祉
の
船
」
（
産
経
新
聞
社
・
社
会
福

祉
法
人
産
経
新
聞
大
阪
新
聞
厚
生
文
化

事
業
団
・
東
京
連
合
産
経
会
主
催
）
が
、

今
年
も
七
月
二
十
七
日
（
火
）
か
ら
三

十
日
（
金
）
ま
で
の
四
日
間
、
自
然
い

っ
ぱ
い
の
伊
豆
大
島
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。二

十
六
回
目
と
な
る
今
回
は
、
東
日

本
（
一
都
十
二
県
）
に
在
住
す
る
小
学

校
五
・
六
年
生
の
子
供
達
と
そ
の
保
護

よだム一品英

者
二
十
四
組
が
参
加
。
残
念
な
が

5
、

台
風
十
号
の
影
響
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

大
幅
な
変
更
が
み

5
れ
た
も
の
の
、
子

供
た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
ス
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
を
無
事
体
験
。
雨
に
降

5
れ

た
後
半
二
日
間
も
、
ゲ
ー
ム
大
会
や
博

物
館
巡
り
を
す
る
な
ど
、
島
で
の
生
活

を
お
も
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
本
会
か
ら
は
二
組
の
親
子
が

こ
の
三
泊
四
日
の
冒
険
旅
行
に
参
加
さ

れ
、
新
し
い
友
達
と
素
敵
な
思
い
出
を

た
く
さ
ん
持
ち
帰
っ
て
き
た
よ
う
で

す。

育

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
た
よ

F当常

( 1 ) 

私
の

一
番
心
に
残
っ

た
こ
と
は
、
夜

の
こ
と
で
し
た
。
私
は
夜
ね
む
れ
な
く

て
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
女
の
子
達
と
話

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
話
は
怖
い
話

だ
っ
た
の
で
、
グ

ル
ー
プ
の
女
の
子
達

は
、
そ
の
日
か
ら
び

っ
く
り
す
る
と

「キ
ャ

l
」
と
さ
わ
ぐ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
夜
は
怖
く
て
、
み
ん

な
で
か
た
ま

っ
て
話
を
し
て
か
ら
ね
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
が
う
話
し
も

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
九
日
は
、
貝
の
博
物
館

「ぱ 宮
城
県
石
巻
市
万
石
浦
小
学
校
五
年

阿

部

奈

れ
・
ら
め
l
る
」
に
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
世
界
中
の
貝
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
全
国
に
あ
る
も
の
や
フ

ィ
リ
ピ
ン

の
貝
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
私
の
た
ん
生
石
が
パ

l
ル
で
し
た
。

サ
ク
ラ
員
や
ミ
ル
ク
貝
、
ま
き
員
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
そ
の
中
で

一
番
好

き
な
貝
は
、
サ
ク
ラ
貝
と
か
つ
る
つ
る

し
た
貝
で
す
。
そ
れ
に
、
大
き
な
貝
に

大
き
な
パ

l
ル
が
く
っ
つ
い
て
い
ま
し

た
。
「
ば
れ
・
ら
め

l
る
」
の
館
長
さ

ん
が
ク
イ
ズ
を
や

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

美

い
ろ
い
ろ
な
事
を
話
し
た
夜

わ
た
し
の

一
番
の
思
い
出
は
、
ホ
テ

ル
で
の
夜
で
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
ね
む

っ
た
琴
美
さ
ん
、

奈
美
さ
ん
、
史
歩
さ

ん
と
わ
た
し
の
四
人
は
と
て
も
こ
わ
が

り
で
、
ほ
ん
の
少
し
の
音
や
風
で
ド
ア

が
動
く
だ
け
で
悲
鳴
を
あ
げ
て
ふ
と
ん

に
も
ぐ

っ
て
い
ま
し
た
。
一

番
こ
わ
か

っ
た
の
は

「金
・
銀
・
銅
」
で
す
。
そ

れ
は

「名
探
偵
コ
ナ
ン
」
に
出
て
い
る

「黒
づ
く
め
の
犯
人
」
で
す
。
う
る
さ

く
な
る
と

「静
か
に
し
な
い
と
、
金
・

銀
・
銅
が
き
ち
ゃ
う
よ
」
と
い
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
十
二
時
に

な
る
と
鏡
に
お
お
か
み
男
が
映
る
と
い

う
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
話
し
ま
し
た
。 岩

手
県
九
戸
郡
種
市
町
中
野
小
学
校
六
年

向
折
戸

絢

子

わ
た
し
た
ち
が
夜
に
う
る
さ
す
ぎ
て
、

と
な
り
で
ね
て
い
た
皆
梨
さ
ん
に
お
こ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
い

っ
し
ょ
に
い
た
ス
タ

ッ

フ
の
人
と
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
ま

し
た
。
コ
ッ
コ
と
は
、
け
い
た
い
で
写

真
を
と

っ
て
ス
タ
ン
プ
で
ら
く
が
き
を

し
ま
し
た
。
で
ん
ご
ん
と
は
、
わ
た
し

た
ち
四
人
で
い
た
ず
ら
を
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
四
日
間
は
す
ご
く
思
い
出
に
残

っ
た
し
、
友
達
も
で
き
た
の
で
学
校
で

も
い
ろ
い
ろ
な
人
と
仲
良
く
し
て
い
き

た
い
で
す
。

W
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ク
イ
ズ
に
当
た
っ
た
人
は
、
貝
が
ら
を

く
れ
る
と
言
っ
た
の
で
私
も
や

っ
て
み

ま
し
た
。
で
も
、
わ
か
る
け
ど
名
前
が

思
い
だ
せ
な
く
て
、
ほ
か
の
人
に
さ
き

に
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ

が
終
わ
っ
て
答
え
ら
れ
な
く
て
ガ

ッ
カ

リ
し
て
い
た
ら
、
館
長
さ
ん
が

一
人

一

個
貝
が
ら
を
と
っ
て
い
い
と
言
わ
れ
た

の
で
、
黄
色
の
貝
が
ら
を

一
っ
と
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
お
母
さ
ん
が
ピ
ン
に

入
っ
た
貝
が
ら
と
か
を
買
っ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。家

や
学
校
に
も
ど
っ
て
か
ら
も
、
し

ら
な
い
人
と
で
も
話
し
た
り
す
る
こ
と

を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

第
五
十
六
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

『第
五
十
六
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
』

が
九
月
十
四
日
（
火
）
、
静
岡
市
「
静

岡
グ
ラ
ン
シ

ッ
プ
大
ホ
l
ル
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
漁
港
漁
場
関

係
者
ら
約
二
，
五
O
O名
が
集
ま
り
ま

vレム～
。

当
日
は
残
暑
厳
し
い

一
日
と
な
り
ま

し
た
が
、

会
場
入
口
に
お
い
て
、
静
岡

県
漁
連
並
び
に
各
団
体
職
員
の
皆
様
、

本
会
職
員
に
て
募
金
活
動
を
行
い
、

参

加
者
の
皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
た
。

主
催
者
の
（
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協

会
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

大
会
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

冒

h
．

千
葉
県
漁
業
共
済
組
合
創
立
四
十
周
年

J
F
共
済
漁
協
元
受
二
十
周
年
記
念
普
及
推
進
大
会

去
る
九
月
七
日
（
火
）
、
オ
l
ク
ラ

千
葉
ホ
テ
ル
（
千
葉
県
千
葉
市
）
に
お

い
て
、

「千
葉
県
漁
業
共
済
組
合
創
立

四
十
周
年
・

J

F
共
済
漁
協
元
受
二
十

周
年
記
念
普
及
推
進
大
会
』

（
千
葉
県

漁
業
共
済
組
合
・
千
葉
県
J

F
共
済
推

進
本
部
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
千
葉
県
漁
連
は
じ

め
共
水
連
・
共
済
組
合
役
職
員
に
よ
り

募
金
活
動
が
行
わ
れ
、
来
場
さ
れ
た
皆

様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
賜
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
関
係
者
並
び
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

⑨再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/i l<ueikai 

漁
協
共
済
推
進
・
表
彰
大
会

去
る
七
月
十
五
日
（
木
）
、
品
川
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
東
京
都
品
川
区
）
に

お
い
て
、

『平
成
十
六
年
度
漁
協
共
済

推
進

・
表
彰
大
会」

（J
F
共
水
連
・

漁
済
連
主
催
）
が
、
ぎ
よ
さ
い
創
設
四

十
周
年
・

J

F
共
済
漁
協
元
受
二
十
周

年
を
記
念
し
開
催
さ
れ
、

全
国
よ
り
関

係
者
約
五

O
O
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

会
場
入
り
口
で
は
、
本
会
職
員
に
よ
る

募
金
活
動
が
実
施
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た

皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
賜
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

育英会ホームページ



第 113号

平
成
十
六
年
度

第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

平成16年 10月 1日

去
る
七
月
三
十
日
（
金
）、

「平
成
十

六
年
度
第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」

が
開
催
さ
れ
、

「第
二
回
奨
学
生
出
願

者
（
七
月
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
」

に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校
在
学
の

学
資
給
与
奨
学
生
一

O
名
、
高
校
等
在

学
の
貸
与
奨
学
生
二
名

（学
資
給
与
金

と
併
願
）
、
合
計

一
二

（実
質
一

O
）

名
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
九

月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

伊町、

よだム
冨英

平
成
十
六
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

育( 2) 

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

て
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
、

指
導
連
等
で
構
成
す

る
「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協

議
会

（
略
称
・
地
方
協
こ

等

で
取
り

扱

っ
た
分
で
、

一
般
寄
付
を
含
み
ま

す
。）

〔
六
月
〕

O
北
海
道
マ
小
林
啓
吉
i
快

気
祝
い
返
し
を
廃
止
し
て

O
千
葉
県
マ

キ
ン
メ
ダ
イ
祭
り
実
行
委
員
会
マ
銚
子

市
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ
浅
海
増

殖
研
究
発
表
全
国
大
会
募
金

O
静
岡
県

マ
中
島
音
楽
事
務
所

O
三
重
県
マ
紀
南

漁
協
職
員
研
究
会
マ
熊
野
灘
漁
協
職
員

研
究
会
マ
伊
勢
湾
南
部
職
員
研
究
会
マ

ア
カ
シ
ヤ
の
会
O
京
都
府

マ
和
久
田
孝

一ーー
香
典
返
し

O
福
岡
県

マ
蓑
島
漁
協

青
壮
年
部

O
長
崎
県
マ
小
島
正
巳
マ
笹

山
嘉
右
ェ
門
マ
中
山
良
夫
マ
松
元
守

香
典
返
し

O
大
分
県
マ
水
産
関
係
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
マ
桑
原
水
産
冊
マ
漁
勢

水
産
偏
マ
ナ
ツ
メ
ロ
演
歌
劇
場
ま
さ
マ

帰
水
屋
マ
医
療
法
人
長
門
莫
記
念
会
理

事
長
・
長
門
和
子
マ
田
中
利
明
マ
中
嶋

新

一
O
鹿
児
島
県
マ
寿
司
孝
マ
地
方
協

〔
七
月
〕

O
北
海
道
マ
高
木
富
士
子
｜

香
典
返
し
マ
全
国
水
産
物
商
業
協
同
組

合
連
合
会
｜
全
水
商
連
全
国
大
会
募
金

マ
広
島
魚
商
協
同
組
合
青
年
部

全
水

商
連
全
国
大
会
経
由
マ
北
海
道
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
職
員
組
合

O
青
森
県

マ

青
森
県
東
部
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
親

睦
会

マ
青
森
県
西
部
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
親
睦
会

マ
青
森
県
ほ
た
て
流
通
振

興
協
会

O
富
山
県
マ
竹
内
光
雄

O
三
重

県
マ
小
久
保
宰
治
1

香
典
返
し
マ
秋
田

清
音

マ
マ
リ
ン
パ
ン
ク
み
え
桑
名
支
店

。
京
都
府
マ
後
藤
陳
之

O
島
根
県
マ
松

本
テ
ル
エ
｜
香
典
返
し

O
長
崎
県
マ
中

山
良
夫
マ
渡
辺
英
（
長
崎
県
淡
水
養
殖

漁
業
協
同
組
合
代
表
清
算
人
）
マ
地
方

協

O
大
分
県
マ
蒲
江
町
物
産
館
建
設
推

進
協
議
会

マ
大
分
県
漁
協
蒲
江
支
店
支

店
長

・
山
本
君
和

〔
八
月
〕

O
千
葉
県
マ
キ
ン
メ
ダ
イ
祭

り
実
行
委
員
会

マ
海
の
日
感
謝
祭
実
行

委
員
会

O
富
山
県
マ
池
田
水
産
蜘
O
静

岡
県
マ
用
宗
漁
港
し
ら
す
祭
実
行
委
員

会

マ
N
P
O
静
岡
葵
福
祉
会

マ
丸
子
町

人
倶
楽
部
マ
側
中
央
防
犯
マ
焼
津
釣
舟

部
会

・
小
川
釣
船
組
合

O
三
重
県
マ
宮

原
恒
雄

香
典
返
し
マ
山
田
郁
子

香

典
返
し

O
福
岡
県
マ
黒
木
正
弘

O
長
崎

県
マ
中
山
良
夫

二
、
一
般
寄
付

〔
六
月
〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ

（八

戸
市
）

O
福
島
県

マ
佐
藤
明
l
全
日
海

小
名
浜
支
部
経
由
（
い
わ
き
市
）

O
埼

玉県マ小野沢通（さいたま市緑区）

マ冨元克昌（越谷市）O千葉県マ
サワダ安全防災蜘（市原市）マ東

京岩水会会長・中坂幸蔵（流山市）

マ飯村久子（野田市）O東京都マ
全国漁業気象連絡協議会（千代田

区）マ東京築地中央市場福祉報徳

会（中央区）マ佐々木靖全日海

経由（港区）マ関本幸也（渋谷区）

O京都府マ中上清吾（与謝郡加悦
町）O兵庫県マ五弓徹（伊丹市）

O鳥取県マ浜野茂夫（境港市）O
岡山県マ吉田厚子（笠岡市）O福

岡県マ福岡県水産林務部漁政課

（福岡市博多区）O鹿児島県マ冨
元明（鹿児島市）

〔七月〕O北海道マ厚岸水産高等
学校厚水祭（厚岸郡厚岸町）O青

森県マ大間漁協女性部会（下北郡

大間町）O宮城県マロシ
アンプルl・横尾祥子

（仙台市青葉区）O埼玉
県マ小野沢通（さいたま

市緑区）O千葉県マサワ
ダ安全防災側（市原市）

マ飯村久子（野田市）O
東京都マ水産総合研究セ

ンター栽培漁業部（千代

田区）マ漁協共済推進・

表彰大会｜募金（品川区）

マ松本和義（大田区）マ

梶浦富子（杉並区）マ石

崎三輪子（板橋区）マ亀

田俊夫（町田市）O神奈
川県マ山浦英人（川崎市

宮前区）マ南三千代（厚

木市）O愛知県マ匿名｜

上郷消印O大阪府マ阪井
光平（大阪市平野区）O

鳥取県マ浜野茂夫（境港

市）マ共和水産制社員一

同（同）O岡山県マ吉田
厚子（笠岡市）O鹿児島

給り奨学’1,. n 'f 1児学生 、｜’成 16'I'・ I立第21a1n:mr. 
都道府県名 介，ii 品位1等 尚佐’1'.'! 介，ii
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k'}'t;'/ 

北 海 道 3 29 13 24 69 3 IO 13 82 

’』 森 l 5 I 7 14 3 3 17 

¥',' f' I 5 5 4 15 5 5 20 

宮 )j量 3 6 8 11 28 4 5 33 

松 III 1 1 2 

iJJ 形 I 1 1 1 2 

筒 ぬ 2 2 4 8 8 

;fi. 城 1 1 2 1 1 3 

千 』住 4 1 4 9 1 1 10 

東 J,( 3 1 2 6 1 1 2 8 

神奈 川

新 i/;J 1 1 1 4 4 1 1 l 3 

1:( Lil 

15 Ill 1 4 6 6 

｜湖 2 2 3 7 1 I 8 

愛 旬l 3 3 3 

hJ 井 l 1 1 

軍 l 1 1 I 2 

原 部 l 1 2 2 

大 阪 2 l 4 1 1 5 

兵 同E 1 3 5 6 15 2 2 17 

和 歌山 2 5 7 7 

鳥 取 1 2 3 l 7 1 8 

日 恨 5 4 5 14 1 1 15 

同 111 l 2 1 3 

広 i;, 2 2 2 2 4 

Lil 口 1 5 5 6 17 l 2 3 20 

徳 J」 1 4 l 6 1 1 7 

昏 Ill 2 l 3 1 l 4 

霊 媛 7 3 2 12 2 2 14 

/iii 知l 5 1 7 13 1 1 14 

福 問 3 I 2 6 2 2 8 

福岡県有明海

佐賀 県玄海

佐賀県有明海 1 1 2 2 

良 崎 2 5 7 13 27 2 3 5 32 1 1 3 

大 う｝ 1 2 3 7 13 • 3 3 16 

熊 本 2 2 3 7 7 

五f 崎 2 3 6 5 16 2 3 19 

鹿 児 ，：. 2 4 4 11 21 2 1 3 24 1 4 5 

ド，， 純 1 4 4 4 13 1 1 2 15 1 1 

告 ;i十 22 118 94 150 384 16 §2 68 452 I 2 2 5 2 12 

県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
八
月
〕

O
岩
手
県
マ
佐
々
木
強

（
宮
古
市
）

O
宮
城
県
マ
宮
城
県
秋

万
魚
漁
携
通
信
協
会
｜
全
日
海
東
北

地
方
支
部
経
由
（
石
巻
市
）

O
埼
玉

県
マ
小
野
沢
通
（
さ
い
た
ま
市
緑
区
）

マ
冨
元
克
昌
（
越
谷
市
）

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都

マ
梶
浦
富
子
（
杉
並
区
）
マ
榎
本
み

つ
枝
（
東
大
和
市
）

O
神
奈
川
県

マ

山
中
政
志
（
横
浜
市
栄
区
）
マ
サ
ン

ポ
l
ト
み
さ
き
｜
全
日
海
三
崎
支
部

経
由
（
三
浦
市
）

O
京
都
府
マ
中
上

清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫
（
境
港
市
）

O
岡
山
県

マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
大
分
県

マ
全
日
本
海
員
組
合
大
分
事
務
所

（
大
分
市
）

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
明

（
鹿
児
島
市
）

数

（、ドI）正16'1'・9)l ~il l/J/ / f.) 

生

－‘ 

T 奨7:Jlj 県府道者E

聞
醐
幽

元
総
理
で
本
会
理
事
長
の
鈴
木
善

幸
氏
（
享
年
九
十
三
歳
）
が
、
七
月

十
九
日
（
月
）
午
後
九
時
十
五
分
、

肺
炎
の
た
め
都
内
の
病
院
に
て
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
氏
は
、
本
会
発
足
時
か
ら
長

期
に
百
一り
、
理
事
長
と
し
て
漁
船
海

難
遺
児
育
英
事
業
に
尽
力
を
そ
そ
が

れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
八
月
二
十
六
日
（
木
）
、
新

高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
国
際
館
パ
ミ

l
ル
に
お
い
て
、
内
閣
・
自
由
民
主

党
合
同
葬
儀
（
葬
儀
委
員
長
小
泉

純

一
郎
総
理
、
喪
主
長
男
・
俊

一

氏
）
が
執
り
行
わ
れ
、
政
財
界
・
水

産
業
界
を
は
じ
め
各
国
特
使
な
ど
関

係
者
約
二
、

0
0
0
名
が
参
列
し
、

故
人
の
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

＊
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
、
正
二

位
大
勲
位
菊
花
大
紋
章
を
授
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

出高校’E等には、鋒i謹児を合む。

接奨学金貸与奨学生には、入学一時金のみの奨学生を含む。

掠平成16年度第2恒l保問者は内数で品る。

漁船海、難 羽根募金の水色!! 手をの愛!Je 遺




